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デジタルマルチテスター 

ＤＴ９９７ 
 

 

取扱説明書 
 

この度は、アストロプロダクツ商品をお買い上げいただきまして、誠にありがと

うございます。 

 

 

 

 

はじめに 
 

●使用前に、取扱説明書をよく読み、安全に正しく使用してください。 

●安全上の注意や商品仕様などは、予告なく変更される場合があります。そのた

め、購入された商品と、取扱説明書に記載された内容が、一部異なる場合があ

りますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

取扱説明書について 
 

●当社の許可なく、取扱説明書の内容全部、または一部を複製・改修し、無断で 

転載することは、禁止されています。 

●取扱説明書および本体に貼り付けられた重要ラベルの、安全に関わる項目には 

「  」マークを使用しています。製品を安全に使用し、あなたや他の人々への 

危害や財産への損害を、未然に防ぐためのものなので、必ず守ってください。 

●取扱説明書をなくしたり、重要ラベルを汚したりせずに、使用者が任意に読む 

ことができるよう、大切に保管してください。 

●危険、警告、注意事項の意に反して、安全義務を怠り、規定外の使用による 

機器の破損やケガなどに関しては、当社では一切の責任を負いかねますので、 

ご了承ください。 
 

 

安全に関する表示について 
 

危険 
この表示を無視し、誤った使い方をすると、使用者が死亡ま

たは重傷を負う、危険な状態が切迫して生じることが想定

される内容を示しています。 

警告 
この表示を無視し、誤った使い方をすると、使用者が死亡ま

たは重傷を負う、危険な状態を生じさせる可能性が、想定さ

れる内容を示しています。 

注意 

この表示を無視し、誤った使い方をすると、使用者が傷害を

負う、危険な状態を生じさせる可能性が、想定される内容、

および商品の故障、物的損害のみの発生が想定される内容

を示しています。 

 

 

表記について 
 

●本文中の説明に、次の表記を使用します。 
  

表記 説明 

電池 ９Ｖ乾電池を示すときに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全に使用するために 
 

危険 
 

■修理技術者以外の人は、取扱説明書に記載されていない本体の分解、

修理、改造をしないでください。 
・異常作動、本体故障、感電、短絡、発熱、発火、火災など、重大な事故の 

原因となります。 
 

■可燃性ガス、腐食性ガスが発生している場所で、使用しないでくだ

さい。 
・火花により、発火、火災、爆発など、重大な事故の原因となります。 

 

■濡れた手で、使用しないでください。 
・感電の恐れがあり、大変危険です。 

 

■カバーを開けた状態で、電源をＯＮにしたり、測定したりしない  

ください。 
・感電、短絡、発火、火災など、重大な事故の原因となります。 

 

■回路の電源がＯＮの状態や、剥きだしになっている配線に触れない

でください。 
・感電の恐れがあり、大変危険です。 

 

 

警告 
 

■使用前には、必ず取扱説明書を熟読し、本製品の使用方法をよく 

理解してください。 
・使用方法が少しでも不明な場合は、使用せずにお買い求めの販売店、または 

カスタマーサービスまで問い合わせください。 
 

■安全に正しく使用するため、危険、警告事項を理解し、厳守してくだ

さい。 
・危険、警告事項を無視して使用すると、死亡、重傷、傷害など、重大な事故 

の原因となります。 
 

■重要ラベルを、汚したり、剥がしたりしないでください。 
・誤った使い方をする可能性があり、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■過労と思われるときや、飲酒や薬物を服用しているときには、絶対

に使用しないでください。 
・注意力散漫、判断力の低下など、正しく使用できない可能性があり、ケガを 

する恐れや事故の原因となります。 
 

■子供や妊娠中の方は、絶対に本製品を使用しないでください。 
・正しく使用できない可能性があり、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■本製品を他人に貸し出すときは、必ず取扱説明書も一緒に渡してく

ださい。 
・誤った使い方により、本体故障、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■本製品は、自動車整備士資格を有する方、および本製品の使用に関

する十分な知識をお持ちで、作業経験豊富な方を対象に作られてい

ます。 
・使用方法が不明で、作業経験のない方が使用すると、ケガをする恐れや事故 

の原因となります。 
 

■本製品は、電圧や電流、抵抗などを測る測定器です。 
・本来の用途以外で使用すると、本体故障、ケガをする恐れや事故の原因と 

 なります。 

・誤った使用方法により生じた、商品破損、人体への傷害、物品への損害、 

 その他のいかなる損害に対しても、当社では一切の保証、並びに責務を負い 

かねますので、ご了承ください。 
 

■本製品は、大切に取り扱ってください。 
・落下など、強い衝撃が加わった場合は、必ず各部に異常、不具合、損傷・ 

破損がないか点検してください。 
 

■使用前や定期的に、各部に異常、不具合、損傷・破損がないか点検し

てください。 
・異常、不具合、損傷・破損がある場合は使用を中止し、お買い求めの販売店 

またはカスタマーサービスまで問い合わせください。 
 

■使用中、本体が異常に熱い、異音・異臭がする、不具合、損傷・破損

があった場合は、ただちに使用を中止してください。 
・異常がある場合は、お買い求めの販売店、またはカスタマーサービスまで 

問い合わせください。 
 

■作業に集中すると、周囲への安全確認が疎かになり、事故を招く  

可能性があります。 
・作業手順や周辺の状況を、よく確認してください。 

 

■本製品を、安全に正しく使用するため、使用環境に合わせて、以下の

保護具を着用してください。 
・安全手袋、耳栓やイヤーマフ、保護メガネ、防塵マスク、安全帽、安全靴、 

作業ツナギや長袖・長ズボン 

 
 

 

１ 

 

２ 

 



 

 

 

安全に使用するために 
 

警告 
 

■長髪を束ねない、ネックレスなどの装飾具を着用、サイズの極端に

大きい服装、およびだぶだぶな衣類の着用など、周囲に引っ掛かる

または巻き込まれるような服装は、やめてください。 
・ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■暴風雨、降雪、強風、雷など、悪天候時に使用しないでください。 
・本体故障、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■直射日光下、暖房器具や温度上昇する機器の側で、使用しないでく

ださい。 
・本体温度上昇に伴う性能の低下や故障、直射日光を長時間浴びることによる 

健康被害が懸念されます。 
 

■使用上障害となり、整理整頓されていない場所で、使用しないでく

ださい。 
・ぶつけたり、転倒したり、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■高所作業は、本体が落下する危険があり、重大な事故の原因となり

ます。 
・人が作業場所の下に入らないよう安全確認を十分行い、人が作業場所の下に 

いるときは、使用しないでください。 
 

■柔らかく軟弱な地面、凹凸のある地面、傾斜のある地面で、使用しな

いでください。 
・足元が不安定になり、転倒や足元が沈み込む可能性があり、ケガをする恐れ 

や事故の原因となります。 
 

■使用者以外、使用場所や保管場所に近づけないでください。 
・特に子供や幼児は、危険な行動をとることがあるので、絶対に近づけないで 

ください。 
 

■電池のプラスマイナスの向きに注意してください。 
・液漏れ、発熱、発火、火災など、事故の原因となります。 

 

■電池が濡れた状態、または腐食しているような形跡がみられる場合

は、使用しないでください。 
・発熱、発火、火災など、事故の原因となります。 

 

■温度変化の大きい場所で、使用しないでください。 
・電池の液漏れ、破裂など、事故の原因となります。 

 

■液漏れした電池の液が、誤って目や口に入った場合は、ただちに 

次の処置を施してください。 
・きれいな水で、少なくとも１０分間は洗い流し、すみやかに医師の診断を、 

受けてください。また、皮膚に付着した場合は、弱酸性の液体でよく洗い流 

してください。 
 

■手に、油やグリスが付着した状態で、使用しないでください。 
・手が滑り、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■作業時に、滑りやすい手袋を着用しないでください。 
・本体が落下する恐れがあり、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■正しい位置で保持し、無理な姿勢で使用しないでください。 
・ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■測定前に、必ず測定レンジを正しい位置に合わせてください。 
・誤ったレンジの使用は、本体故障、感電、ケガをする恐れや事故の原因と 

 なります。 
 

■測定レンジの範囲内で使用してください。 
・測定レンジを超える使用は、本体故障、感電、ケガをする恐れや事故の原因 

となります。 
 

■テストリードの被覆に破れやヒビ割れがある場合は、使用を中止し

てください。 
・本体故障、短絡、感電など、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■測定中、テストリードの先端（金属部）に触れないでください。 
・感電の恐れがあり、大変危険です。 

 

■テストリードが、測定箇所に接続された状態で、他の測定レンジ  

変更しないでください。 
・本体故障、感電、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

■裸足または上半身裸の状態で測定しないでください。 
 ・感電の恐れがあり、大変危険です。 
 

■電池を交換するときは、必ずテストリードを取り外してください。 
・感電の恐れがあり、大変危険です。 

 

■テストリードで、回路や配線を短絡させないでください。 
・本体故障、感電、ケガをする恐れや事故の原因となります。 

 

 

 

安全に使用するために 
 

注意 
 

■テストリードの先端は、鋭利になっているので、取り扱いには注意

してください。 
・ケガをする恐れがあります。 

 

■テストリードを無理に曲げる、束ねる、物を載せた状態で使用しな

いでください。 
・断線の原因となります。 

 

■持ち運ぶときは、テストリードを持って運ばないでください。 
・断線の原因となります。 

 

■テストリードを、振り回す、引っ張る、折り曲げるなど、乱暴に扱

わないでください。 
・断線の原因となります。 

 

■付属されている以外のテストリードを、使用しないでくだい。 
 ・本体故障や思わぬ事故の原因となります。 
 

■使用中、テストリードが周囲に引っ掛かる、開閉部や可動部に挟ま

る回転部に巻き込まれないよう、取り回しに注意してください。 
・断線の原因となります。 

 

■防滴・防水仕様ではありません。水中や水の掛かる恐れのある場所

や、多湿となる恐れのある場所で使用しないでください。 
・本体故障の原因となります。 

 

■１０Ａレンジは、測定時間を１０秒以内としてください。 
・１０秒を超える使用は、本体故障の原因となります。 

 

■使用後は、すみやかにレンジをＯＦＦにし、テストリードを取り外

してください。 
・電池の消耗、本体故障、思わぬ事故の原因となります。 

 

■バッテリー液、ガソリン、ブレーキオイル、浸透性の高いオイル、

石油製品を、本体などに付着させないでください。 
・本体故障、変形、プラスチック部品やゴム部分を、損傷させます。 

 

■保管するときは、必ず電池を抜き、テストリードを取り外してくだ

さい。 
・電池の液漏れや本体故障の原因となります。 

 

■損傷や不具合がある場合は、保管しないでください。 
・お買い求めの販売店またはカスタマーサービスまで問い合わせください。 

 

■使用しないときは、施錠のできる場所に保管してください。 
・思わぬ事故の原因となります。 

 

■高温、多湿、結露する場所、塵やホコリがあり掃除されていない場

所に保管すると、本体故障の原因となります。 
・常温で清潔な場所に保管してください。 

 

■車内、不安定な棚、大型機械の隣、車道の側など、振動が発生する

場所や付近に、保管しないでください。 
・振動による、本体故障の原因となります。 
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商品仕様 
 

商品型番 ２００１０００００９９７８ 

商品コード ＡＰ０１０９９７ 

直流電圧（ＤＣＶ） 
２００ｍＶ/２０００ｍＶ/２０Ｖ/２００Ｖ 

１０００Ｖ 

交流電圧（ＡＣＶ） ２００Ｖ/７５０Ｖ 

直流電流（ＤＣＡ） ２０００μＡ/２０ｍＡ/２００ｍＡ/１０Ａ 

抵抗（Ω） 
２００Ω/２０００Ω/２０ｋΩ/２００ｋΩ 

２０００ｋΩ 

電池 ９Ｖ乾電池×１ 

 約７４０ｍｍ 

機能 
導通チェック、ダイオードテスト、 

トランジスタチェック 

付属品 
テストリード赤（＋）×１ 

テストリード黒（－）×１ 

テスト用９Ｖ乾電池（内蔵）×１ 
 

●商品改良のため、主要機能および形状などは、予告なく変更する場合があり 

ますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定方法 
 

操作方法 
 

●測定前に操作方法を理解してください。 

 [ダイヤルレンジ] 

・時計回り、反時計回りどちらでも回すことができます。 

・指定のレンジに合わせて使用してください。 

・使用後は、ＯＦＦレンジに合わせてください。 
 

[各ジャック] 

・「１０ＡＤＣ」および「ＶΩｍＡ」ジャックには、テストリード赤（＋）を 

差し込んでください。「ＣＯＭジャック」には、テストリード黒（－）を 

差し込んでください。 
  

[ｈＦＥソケット]  

・トランジスタをチェックするときに、トランジタを差し込みます。 

・トランジスタチェック時には、テストリードは使用しません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

精度 
 

●精度の読み方 

・精度保証温度：２３℃±５度 / 湿度：７５％ 

・精度の読み方：±０．５ｒｄｇ   ±２ｄｇｔｓ 

 

 

 
 

（例）測定値が「２０．０Ｖ」で、精度が「±０．５ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ」の場合 

  [リーディング誤差] 

・２０．０Ｖ×０．５％ｒｄｇ＝０．１Ｖ 

   ・リーディング誤差＝１９．９～２０．１Ｖ 
 

  [デジット誤差] 

・１ｄｇｔｓは、「１Ｖ」となり、デジット誤差は、最小値の桁の誤差を 

示しているので、２０．０Ｖのデジット誤差は「０．２Ｖ」になります。 

・２０．００Ｖの場合は、「０．０２Ｖ」になります。 
 

[精度範囲] 

・リーディング誤差に、デジット誤差を加算します。 

・０．１Ｖ＋０．２Ｖ＝０．３Ｖ 
 

・最大誤差：±０．３Ｖ 

・精度範囲：１９．７～２０．３Ｖ 
 

 

直流電圧（ＤＣＶ） 
 

レンジ 解像度（表示単位） 精度 

２００ｍＶ ０．１ｍＶ ±０．５ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２０００ｍＶ １ｍＶ ±１．０ｒｄｇ±１ｄｇｔｓ 

２０Ｖ １０ｍＶ ±１．０ｒｄｇ±１ｄｇｔｓ 

２００Ｖ １００ｍＶ ±１．０ｒｄｇ±１ｄｇｔｓ 

１０００Ｖ １Ｖ ±１．０ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

 ・過負荷保護：１０００Ｖ 

 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにします。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「ＤＣＶレンジ」の測定する値に合わせます。 

④テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑤測定する回路の電源をＯＮにし、液晶画面に表示された測定値を読み取り 

ます。 

⑥測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※１０００Ｖを超える電圧を測定しないでください。 

測定値に対する誤差 

（リーディング誤差） 

液晶画面の最小値の桁 

（デジット誤差） 

ｈＦＥソケット  

液晶画面 ダイヤルレンジ 

ＣＯＭジャック 

ＶΩｍＡジャック 

１０ＡＤＣジャック 

テストリード赤（＋） 

テストリード黒（－） 

ｈＦＥソケット 

ＤＣＡレンジ 

ｈＦＥレンジ 

ＤＣＶレンジ 

Ωレンジ 

導通・ダイオードレンジ 

矩形波レンジ 

ＡＣＶレンジ 

ダイヤルレンジ 

 各ジャック 

[直流電圧(DCV)] [交流電圧(ACV)] 

[直流電流 10A 測定時] [導通チェック] [抵抗] 

[直流電流(DCA)] 

５ 

 

６ 

 



 

 

 

測定方法 
 

交流電圧（ＡＣＶ） 
 

レンジ 解像度（表示単位） 精度 

２００Ｖ １００ｍＶ ±１．２ｒｄｇ±１０ｄｇｔｓ 

７５０Ｖ １Ｖ ±１．２ｒｄｇ±１０ｄｇｔｓ 

・過負荷保護：７５０Ｖ 

・周波数：５０～４００Ｈｚ 
 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにします。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「ＡＣＶレンジ」の測定する値に合わせます。 

④テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑤測定する回路の電源をＯＮにし、液晶画面に表示された測定値を読み取り 

ます。 

⑥測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※７５０Ｖを超える電圧を測定しないでください。 
 

 

直流電流（ＤＣＡ） 
 

レンジ 解像度（表示単位） 精度 

２０００μＡ １μＡ ±１．２ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２０ｍＡ １０μＡ ±１．２ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２００ｍＡ １００μＡ ±１．２ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

１０Ａ １０ｍＡ ±３．０ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

・過負荷保護：０．５A/２５０V ヒューズ 
  

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにします。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

１０Ａ測定時は、テストリード赤（＋）を「１０ＡＭＡＸジャック」に差 

し込みます。 

③ダイヤルレンジを「ＤＣＡレンジ」の測定する値に合わせます。 

④テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑤測定する回路の電源をＯＮにし、液晶画面に表示された測定値を読み取り 

ます。 

⑥測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※１０Ａの測定は、１０秒以内としてください。 

※２００ｍＡ、１０Ａを超える電流を測定しないでください。 
 

 

抵抗（Ω） 
 

レンジ 解像度（表示単位） 精度 

２００Ω ０．１Ω ±０．８ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２０００Ω １Ω ±０．８ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２０ｋΩ １０Ω ±０．８ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２００ｋΩ １００Ω ±０．８ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

２０００ｋΩ １ｋΩ ±１．０ｒｄｇ±２ｄｇｔｓ 

 ・過負荷保護：２５０Ｖで１０秒 

 ・最大回路電圧：２．８Ｖ 
 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにします。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「Ωレンジ」の測定する値に合わせます。 

④テストリード赤（＋）とテストリード黒（－）の先端を合わせ、液晶画面に 

表示された数値を記録します。 

⑤テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑥液晶画面に表示された測定値を読み取り、手順④で記録した数値と引いて 

ください（手順④記録値 － 測定値 ＝ 実測値）。 

⑦測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※抵抗測定のときは、絶対に電圧を測定しないでください。 

 

 

測定方法 
 

トランジスタチェック（ｈＦＥ） 
 

●基本電流１０μＡ-Ｖｃｅ３．２Ｖの条件下のｈＦＥ値を表示します。 
 

[測定方法] 

①テストリード赤（＋）とテストリード黒（－）を取り外します。 

②ダイヤルレンジを「ｈＦＥレンジ」に合わせます。 

③トランジスタのタイプを確認します。 

 ・ＮＰＮ、ＰＮＰ 

 ・エミッター、ベース、コレクター 

④トランジスタを、ｈＦＥソケットに正しく差し込みます。 

⑤液晶画面に表示された測定値を読み取ります。 

⑥測定後は、ｈＦＥソケットよりトランジスタを取り外し、ダイヤルレンジを 

ＯＦＦにします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※テストリードが取り付けられた状態で、測定しないでください。 
 

 

矩形波出力（  ） 
 

●オシロスコープ（別売）と併用し測定します。 
 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにします。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「  レンジ」に合わせます。 

④テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑤測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※本品のみでは、矩形波の測定はできません。 
 

 

導通チェック（ ） 
 

解像度 ブザー音 過負荷保護 

０．１Ω 約７０Ω以下 ２５０Ｖ 
 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにし、回路内のコンデンサを放電させます。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「    レンジ」に合わせます。 

④テストリード先端を、測定する回路または配線に接続します。 

⑤液晶画面に数値が表示され、ブザー音が鳴ります。 

⑥測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※導通チェックのときは、絶対に電圧を測定しないでください。 
 

 

ダイオードテスト（  ） 
 

解像度 端子間電圧 過負荷保護 

１ｍＶ 約２．８Ｖ ２５０Ｖ 

・電圧降下：０．５Ｖ～ 
 

[測定方法] 

①測定する回路の電源をＯＦＦにし、回路内のコンデンサを放電させます。 

②テストリード赤（＋）を「ＶΩｍＡジャック」に差し込み、テストリード 

黒（－）を「ＣＯＭジャック」に差し込みます。 

③ダイヤルレンジを「    レンジ」に合わせます。 

④テストリード赤（＋）をダイオードの（＋）に、テストリード黒（－）を 

ダイオードの（－）に接続します。 

⑤液晶画面に、電圧降下の数値として「ｍＶ」で表示されます。「１」と表示 

された場合は、接続方向が逆です。 

⑥測定後は、テストリード先端を測定物より離し、ダイヤルレンジをＯＦＦ 

にします。 

※測定中は、ダイヤルレンジを操作しないでください。 

※ダイオードテストのときは、絶対に電圧を測定しないでください。 
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電池交換方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[交換方法] 

①本体裏面のビス×２を緩めて、取り外します。 

②カバーを開きます。 

③古い電池を、コネクターより取り外し、新品の電池をコネクターに取り付け 

ます。 

④カバーを取り付け、ビスを締め込みます。 

 

 

 

 

点検・確認 
 

使用前・定期点検 
 

●故障と事故を未然に防ぎ、安全に使用するため、次の点検を使用前や定期的に

実施してください。 
 

●[点検項目] 
 

（１）液晶ディスプレイの損傷・破損点検 

（２）本体の損傷・破損点検 

（３）テストリードの損傷・破損点検 

（４）各ジャックの損傷・破損点検 
 

 

作業場所の確認 
 

●次の環境での使用はやめてください。本体故障、健康被害、ケガをする恐れや  

事故の原因となります。 

・可燃性ガス、腐食性ガスが発生している場所 

・暴風雨、降雪、強風、雷など、悪天候時 

・直射日光下、暖房器具や温度上昇する機器の側 

 

 

 

 

保管 
 

保管条件 
 

●次の保管条件に従い、正しく保管してください。 

・１ヶ月以上の長期保管する場合は、電池を抜いてください。 

・テストリードを外してください。 

・ゴミやホコリ、油などの汚れを、きれいに除去してください。シンナーや 

ベンジン、アルコールなどの化学薬品は、プラスチック部分を損傷させるの 

で、使用しないでください。 

・損傷や破損がある場合は、保管せずに、お買い求めの販売店、またはカスタ 

マーサービスまで問い合わせください。 
 

 

保管場所 

 

●次の場所には、保管しないでください。 

・高温、多湿、結露する場所 

・塵やホコリがあり、清掃されていない場所 

・車輌内、不安定な棚、大型機械の隣、車道の側など、振動が発生する場所 

・施錠ができない場所 

 

 

 

 

 

 

 

故障について 
 

●故障と思われる場合は、自ら修理せずに、お買い求めの販売店、またはカスタ

マーサービスまで問い合わせください。 

●修理技術者以外の人は、絶対に分解または、修理を行わないでください。 

 

 

 

 

破棄について 
 

●本商品を廃棄する場合は、お住まいの各自治体のゴミ廃棄方法に従って、廃棄

してください。 

●指定された廃棄方法以外で、本商品を廃棄しないでください。 

 

 

 

 

問い合わせ 
 

 

故障と思われるときや商品についての問い合わせは、 

カスタマーサービスまで連絡してください。 

 

０４８－５０１－７８７３ 
 

【受付時間】：月曜日～土曜日 ９：００～１８：００ 

受付 時間】：※日曜日、祝日、当社が定める休日を除く 

【ホームページ】ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｓｔｒｏ－ｐ．ｃｏ.ｊｐ 

 

 

 

販売元 株式会社 ワールドツール 

 

住所：〒３６９－１１０６ 埼玉県深谷市白草台２９０９－５０ 

電話番号：０４８－５０１－７８７１  

ＦＡＸ ：０４８－５０１－７８７２ 

 

（２０１９年１月） 

開く 

閉じる 

※閉じるときは、本体側の爪部に、カバ

ー側の穴を差し込んでから、閉じてく

ださい（矢印①）。 

爪部 

穴部 

コネクター 

９ 
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